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 概要－1




























































































































図 概－1 クラスター形成で考慮すべき事柄 
 
自治体は、大学・高専や地元企業とともに、中長期のクラスターの方向性を明確にする
「シナリオライティング」を十分に練り上げることが求められる。自治体がクラスター形
成の方向性を定めるときには、地域の産業集積の強み・弱み、大学・高専の強み・弱みに
配慮して、強みを伸ばすとともに弱みを克服するためにどのように支援するかを考えるこ
とが求められる(図 概－1)。クラスター形成・地域ビジョンの方向性を定める時、コンセ
ンサス(共通認識)が重要となる。「なぜ、その地域でそのテーマに取り組むのか」という質
問に対して、地域の多くの人が納得する答えを用意することが望ましい。競争力の高い技
術だけが存在しても、あるいは個々の企業が各々で努力するだけでは、クラスター形成は
成功しない。クラスターの将来像についてのビジョンを示しメンバー間で共有することに
より、クラスターの中でモチベーションの向上、切磋琢磨が期待される。 
 
(2) 大学・高専は、地域に適合した共同研究、人材教育を進めるべき 
地方国公立大学・高専は、全国各地域で高度な人材を養成するとともに、大学・高専の
研究成果を地域に波及させるという、地域イノベーションの推進役として期待されており、
「地域社会の一員」としての役割を発揮することが望まれている。 
今後、地域イノベーションを進めようとする大学・高専は、地元企業との共同研究をこ
れまで以上に増やし、地域に適合した大学・高専の技術シーズを一層提供すべきである。 
また、地域イノベーションを進めようとする大学・高専は、技術シーズの提供だけでは
なく、人材の育成・教育活動(学生に対する教育、社会人に対するリカレント教育)も展開
すべきである。北九州市の企業フジコーは、大学院博士課程修了者を採用し、大学との共
同研究を活発化させ、生産高を向上させていた。大学・高専の技術シーズを扱うことので
きる人材が企業にいることにより、地域イノベーションの進展が期待される。2000 年代半
ば以降の大学・高専側の取組として、新潟工科大学では、産学連携と学生の就職の窓口を
一本化し、地元企業への就職率が向上していた。また、宇部高専では、地元企業への就職
率向上を目的として、地元企業を学生に認知させる取組を実施していた。このような取組
を全国の大学・高専で拡大させることも一案として考えられる。  
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 概要－5
国、地方自治体、大学・高専には、地域貢献、産学官連携を強く後押しするための具体
的な取組も求められる。国と地方自治体がともにクラスター間連携を図るように協力しな
がら、今後もクラスター形成を後押しすることが望ましい。 
各大学・高専では、基本指針の見直しとともに、地域貢献・産学連携活動そのものの見
直しも不可避だろう。これまで各大学・高専は、シーズ発表会や勉強会などのイベントを
地域貢献・産学連携活動として展開してきた。これらイベントにおいて、大学・高専教員
は、学術用語を駆使するのではなく、科学技術コミュニケーションの能力を高め、技術の
意義を、企業に分かりやすく説明することが望まれる。 
 産学官の連携をさらに促進させ、持続的なクラスター形成を図っていくためには、大学・
高専だけでなく、自治体・公設試等においても、自らの役割を明確にし、絶えずそれを見
直すことができる体制作りが求められる。 
